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スクーバダイビング体験

今月号の主な内容
◎スクーバダイビング体験事業　ほか
◎水痘（水ぼうそう）・成人用肺炎球菌ワクチンが定期予防接種になります
◎平成 26 年度　家庭教育講座　
◎納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！ 　ほか
◎ＰＣＢ含有電気機器についてのお知らせ　ほか
◎平成 26 年度由良の海シーカヤックマラソン大会が開催されました！　ほか
◎文芸コーナー
◎ホンデリング～本で広がる支援の輪～　ほか
◎由良町 10 月カレンダー
◎由良町合併 60 周年記念野球大会　ほか
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スクーバダイビング体験事業

学童保育夏休みクッキング！！

８月 20 日（水）に白崎海洋公園ダイビングプールで、町内の小学校３年生から中学校 3 年生ま
での児童生徒を対象として、スクーバダイビング体験事業を実施し、25 名の生徒が参加しました。

子供たちは楽しい時間を過ごし、夏休みの良い思い出となりました。

８月 21 日（木）に学童保育恒例の夏休みクッ
キングが行われました。

子供達は、おにぎりを作ったりおかずを詰め
たりしてお弁当作りをしました。毎日ごはんを
作ってくれている方に感謝しながらおいしくい
ただきました。

また、３年生がアイデアを出し、ペットボトルを切りつなぎ合わ
せて、流しそうめんをしました。水が漏れたり、そうめんが飛び出
したりするハプニングもありましたが、１・２年生も大喜びでした。

日本一小さな劇団『劇団さむらい』一座を迎え、「家族の絆・人間同
士の絆」を中心にトークと大衆演劇で人権についての講演を行います。

皆さまお誘い合わせご参加ください。

詳しいことについては、由良町人権尊重推進委員会（住民福祉課内 TEL ６５－０２０１）
までお問い合わせください。

由良町人権講演会を開催します！

テーマは、～絆～　家族愛に満ちた人間讃歌

日時 ：10 月５日（日）午後２時～
　（受付：午後１時 30 分～）

場所 ：由良中央公民館２階大研修室
講師 ：劇団さむらい　一座
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水痘 （水ぼうそう） ・ 成人用肺炎球菌ワクチンが

定期予防接種になります

平成 26 年 10 月 1 日から水痘（水ぼうそう）及び成人用肺炎球菌の予防接種が定期予防接種とな
ります。

【水痘】
　・接種対象者
　　　平成 21 年 10 月 2 日生まれから平成 25 年 9 月 30 日生まれまでの方
　　＊ 水痘にかかったことがある方は、対象外となります。
　・接種期間
　　　平成 26 年 10 月 1 日から平成 27 年 3 月 31 日まで
　　　（ただし、5 歳の誕生日の前日までです。）
　・接種費用
　　　無料

【成人用肺炎球菌】
　・接種対象者
　　①平成 26 年度に 65 歳、70 歳、75 歳、80 歳、85 歳、90 歳、95 歳、100 歳以上となる方
　　② 60 歳以上 65 歳未満の方であって、心臓、腎臓若しくは呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウ
　　　イルスによる免疫の機能に障害を有する方
　　＊ 既に肺炎球菌ワクチンの接種を受けたことがある方は対象外です。
　　＊ 過去に接種された方は、再接種により注射部位の張れや痛み、熱感、発赤等の副反応が強　
　　　 く現れることがありますので、再接種しないでください。
　・接種回数　1 回
　・接種期間
　　　平成 26 年 10 月１日から平成 27 年３月 31 日まで
　・接種費用
　　　無料

　※ 水痘及び成人用肺炎球菌の予防接種共に、対象の方に個別に通知いたします。
　　 お手元に届く通知書を必ずお確かめください。

詳しいことについては、住民福祉課（TEL ６５－０２０１）までお問い合わせください。
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平成 26年度　

１．【目的】
　核家族化が進む中、地域とのつながりが希薄化し、子育て中の親が身近な人から子育てを学
ぶ機会が減少するなど、家庭教育を支える環境は大きく変化しています。
　そこで、多くの親が安心して楽しく家庭教育が行えるよう、親としての学びや育ちを応援し、
親子が地域とのつながりの中で元気に気持ち良く暮らしていけることを目的として開催します。

２．【対象】
　　　子育て中の保護者、家庭教育支援に興味のある方
３．【内容】

日時及び会場 講師等氏名・所属等 テーマ 内容（予定）

第
１
回

10 月８日 ( 水 )
10:00 ～ 11:30
ゆらこども園

田中いずみ氏
（和歌山県教育庁
生涯学習局生涯学習課
地域教育班）

　「家庭教育支援は未来の子
ども達への贈り物」

・講義

第
２
回

10 月 22 日 ( 水 )
10:00 ～ 11:30
ゆらこども園

坂本フジエ氏
（田辺市在住、国内最高齢現
役助産師）

　「大丈夫やで　おばあちゃ
ん助産師（せんせい）のお
産と育児の話」

・講演（1 時間）

第
３
回

11 月 12 日 ( 水 )
10:00 ～ 11:30
ゆらこども園

濵口櫻氏
（おもちゃコンサルタント）

　「子どもへの関わり方」
～おもちゃは子どもの栄養
素～

・講義
・グループ協議

第
４
回

11 月 26 日（水）
10:00 ～ 12:30
中央公民館

・町保健師
・食生活改善推進員

　「おやこ食育教室」
～簡単な朝食作り～

・実習
・試食
・エプロンシアター

第
５
回

12 月３日（水）
10:00 ～ 11:30
ゆらこども園

岩﨑信子氏
（防災士）

　「防災」
～子どもを守るためにママ
ができること～

・講義
・グループ協議

詳しいことについては、教育課（TEL ６５－１８００）までお問い合わせください。

家 庭 教 育 講 座

４．【申込締切】
　　　10 月 6 日（月）
５．【参加申込方法】
　　　ご希望される方は、氏名 、住所 、連絡先を電話、FAX 又はメールの
　　いずれかでお知らせください。

　　・教育課（TEL ６５－１８００）（FAX ６５－３２９０）

　　・メールアドレス　（kyoui @town.yura.lg.jp）
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国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康保険や厚生年金などの社会保険料を納めた場合と
同様に、社会保険料控除としてその年の課税所得から控除され、税額が軽減されます。

控除の対象となるのは、平成 26 年１月から 12 月までに納められた保険料の全額です。過去の年
度分や追納された保険料も含まれます。

また、ご自身の保険料だけではなく、配偶者やご家族（お子様等）の負担すべき国民年金保険料を
支払っている場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。

なお、平成 26 年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるためには、年末
調整や確定申告を行うときに、領収書など保険料を支払ったことを証明する書類の添付が必要となり
ます。

このため、平成 26 年１月１日から９月 30 日までの間に国民年金保険料を納付された方には、11
月下旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送られますので、申告書
の提出の際には必ずこの証明書又は領収証書を添付してください。（平成 26 年 10 月１日から 12 月
31 日までの間に、今年初めて国民年金保険料を納められた方へは、翌年の２月上旬に送られます。）

税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など万一のときにも心強い味方となる
制度です。保険料は納め忘れのないようキチンと納めましょう。

納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！

詳しいことについては、住民福祉課（TEL ６５－０２０１）又は田辺年金事務所（ＴＥＬ
０７３９－２４－０４３２）までお問い合わせください。

～紀勢本線の利用促進について～

紀勢本線活性化促進協議会からのお知らせ

電車は、子供から高齢の方まで誰もが利用しやすく、特に車を運転しない人にとっては、なくては
ならない大切な交通手段です。

近年道路交通網の進展により、電車の利用、特に私たちの生活基盤である紀勢本線の利用者数は
年々減少しています。生活基盤であることはもとより、地域振興や産業振興にとっても欠かせない紀
勢本線を地域で支えることも必要です。

このため、紀勢本線活性化促進協議会加盟の市町村では様々
な取組を行っていますが、町民の皆さまにおかれましても、地
域の鉄道を守るためにも、旅行などでお出かけの際には、◇渋
滞なしで時間に正確　◇安全性が高い　◇地球環境への影響が
少ない　といった利点の多い電車を、ぜひご利用ください。
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　有害なポリ塩化ビフェニル（PCB）を含む電気機器（トランス、コンデンサ、照明用安定器など）
を使用又は保管している場合は、PCB 特別措置法に基づき届出が必要です。あなたの事業所の電気
室、キュービクル、保管倉庫などを点検してください。届出がされていない場合は、直ちに届出を行
うとともに、適正に保管、処理する必要があります。

　平成 26 年税制改正に伴い、町の税条例が改正され、平成 27 年度から軽自動車税の税率（年額）が
下表のとおり変わります。
　※軽三輪・軽四輪については、平成 27 年 4 月 1 日以後に最初の新規検査を受けた新車から新税率　　

を適用し、平成 27 年 3 月 31 日以前に最初の新規検査を受けたものについては、現行税率のま
まです。ただし、4 月 1 日時点において最初の新規検査を受けてから 13 年を経過している車両
に対しては、平成 28 年度より重課税率が適用されます。　

詳しいことについては、県庁循環型社会推進課（TEL ０７３－４４１－２６９２）又は
御坊保健所（TEL ２２－３４８１）までお問い合わせください。

町税の納期限 町・県民税　        第３期 １０月３１日（金）国民健康保険税　  第５期

詳しいことについては、税務課（ＴＥＬ６５－１８０２）までお問い合わせください。

ＰＣＢ含有電気機器についてのお知らせ

平成２７年度から軽自動車税率（年額）が変わります

PCB　和歌山県 検索ホームページ

車　種　別 現行税率（年額） 27 年度以降税率（年額） 重課税率（年額）
（28 年度以降）

原付
 50cc 以下 1,000 円 2,000 円
 90cc 以下 1,200 円 2,000 円
 125cc 以下 1,600 円 2,400 円
 3 輪以上 50cc 以下（ミニカー） 2,500 円 3,700 円
軽二輪（125cc 超 250cc 未満 ) 2,400 円 3,600 円
軽三輪 3,100 円 3,100 円 ※ 3,900 円 4,600 円
軽四輪乗用（営業用） 5,500 円 5,500 円 ※ 6,900 円 8,200 円
　                 （自家用） 7,200 円 7,200 円 ※ 10,800 円 12,900 円
軽四輪貨物（営業用） 3,000 円 3,000 円 ※ 3,800 円 4,500 円
                     （自家用） 4,000 円 4,000 円 ※ 5,000 円 6,000 円
小型特殊（農耕用） 1,600 円 2,400 円
                 （その他） 4,700 円 5,900 円
小型二輪（250cc 以上） 4,000 円 6,000 円

軽自動車税率（年額）

※　平成 27 年 4 月 1 日以降の新車



7

広報ゆら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２６年１０月１日

８月 24 日（日）、白崎海洋公園において「平成 26 年度由良の海シーカヤックマラソン大会」が開
催され、町内外からの参加者で大いに賑わいました。この大会は、風光明媚な由良の海を全国に情報
発信し、由良町の観光振興を図ることを目的としています。

参加者は、白崎海岸の美しい景色と約３ｋｍのコースを存分に楽しまれていました。また、海上自
衛隊由良基地分遣隊の協力により、「掃海艇」が大会会場近くに停泊し大会を盛り上げてくれました。

８月の「道路ふれあい月間」における共同イベントとして、「紀州路クリーン大
作戦２０１４」が、８月 23 日（土）に県下一斉に行われ、本町では、由良スポー
ツ少年団の子供達とその保護者、ゆらっこ育成会の生徒の皆さまの参加協力を得
て、45 名で国道、県道及び町道の清掃活動を実施いたしました。

紀州路クリーン大作戦２０１４

平成 26年度
由良の海シーカヤックマラソン大会が開催されました！
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中

家

細

川

小

川

山

下

寺

井

二
本
松

浜

田

小

川

中

家

竹

中

細

川

山

下

大

西

寺

井

二
本
松

 

由
良
短
歌
会　
八
月
詠
草　
　

順

子

貞

子

克

恵

か
よ
子

ミ
チ
ヨ

玲

子

清

美

冴

子

せ
つ
子

順

子

玲

子

か
よ
子

貞

子

ミ
チ
ヨ

清

美

克

恵

冴

子

せ
つ
子

衣
奈
会
館

白
崎
会
館

・「
置
か
れ
た
場
所
で
咲
き
な
さ
い
」　　
　
　

渡
辺
和
子　

幻
冬
舎

・「
銀
翼
の
イ
カ
ロ
ス
」　　
　
　
　

池
井
戸
潤　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

・「
や
や
暴
力
的
に
」　　
　
　
　
　
　
　

石
原
慎
太
郎　

文
藝
春
秋

・「
死
ぬ
理
由
、
生
き
る
理
由
」　　
　

青
山
繁
晴　

ワ
ニ
・
プ
ラ
ス

・「
ケ
シ
カ
ス
く
ん
（
６
～
10
）」　　
　
　

  　

村
瀬
範
行　

小
学
館

・「
遺
譜　

(

上)(

下)　

浅
見
光
彦
最
後
の
事
件
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

内
田
康
夫 　

K
A

D
O

K
A

W
A

・「
マ
ス
カ
レ
ー
ド
・
イ
ブ
」　　
　
　
　

東
野
圭
吾　

集
英
社
文
庫

・「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
ぷ
る
た
く
ん
」　　
　
　
　

鎌
田
歩　

小
学
館
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「
退
屈
」

退
屈
で
悪
を
成
敗
し
て
み
た
い

子
供
達
退
屈
知
ら
ず
忙
し
い

雨
の
日
は
家
で
退
屈
持
て
余
す

退
屈
や
施
設
の
老
の
日
の
長
さ

時
間
あ
ま
り
身
を
も
て
あ
ま
す
私
で
す

退
屈
で
昔
話
し
て
長
電
話

一
人
住
み
相
手
い
な
く
て
退
屈
よ

余
命
な
し
退
屈
な
ん
ど
し
て
お
れ
ぬ

趣
味
多
く
退
屈
な
日
は
ひ
と
日
な
い

病
し
て
退
屈
時
の
虚
し
い
眼

退
屈
で
手
作
り
菓
子
が
孫
を
待
つ

あ
く
び
す
る
退
屈
の
日
々
ネ
コ
じ
ゃ
れ
る

退
屈
に
な
れ
ば
テ
レ
ビ
に
目
を
む
け
る

カ
ラ
オ
ケ
で
退
屈
し
の
ぎ
の
ど
自
慢

退
屈
が
入
道
雲
と
遊
ん
で
る

退
屈
に
思
う
時
間
が
な
い
私

退
屈
な
日
々
を
文
芸
一
ひ
ね
り

退
屈
な
日
々
幸
せ
に
気
が
つ
か
ず

退
屈
な
こ
と
が
平
和
と
手
を
合
わ
す

退
屈
に
生
き
て
平
和
な
長
寿
国

（
自
選
句
・
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

星
空
を
映
し
た
る
や
う
鯖
火
か
な

群
雀
に
も
へ
じ
を
吊
る
す
鳥
威

屋
内
の
打
ち
水
乾
く
二
度
三
度

終
戦
日
小
学
二
年
生
な
り
し

秋
暑
し
実
を
孕
む
も
の
犇
き
て

何
の
日
か
知
ら
ぬ
人
増
え
八
月
十
五
日

秋
立
つ
や
模
様
替
へ
な
ど
し
て
み
た
り

辻
地
蔵
六
斎
念
仏
聴
く
未
明

美
山
の
里
ひ
と
雨
去
り
て
蝉
し
ぐ
れ

宝
石
を
思
ふ
色
合
ひ
式
部
の
実

人
の
名
を
亦
も
忘
れ
て
秋
暑
し

暴
風
雨
庭
に
傷
あ
と
秋
暑
し

森
深
し
宮
址
の
涼
を
一
人
占
め

飛
蝗
跳
ぶ
岩
場
に
潮
の
香
の
流
れ

人
影
の
か
ぶ
さ
る
金
魚
掬
ひ
か
な

青
紅
葉
そ
へ
し
一
品
夏
料
理

噴
く
や
う
に
白
を
掲
げ
し
百
日
紅

一
期
一
会
別
れ
を
伸
ば
し
秋
暑
し

伊

藤

上

出

上

本

大

野

片

山

北

岡

小

谷

小

山

高

橋

竹

中

田

淵

奈

良

西

川

広

瀬

室

谷

山

下

柳

岡

吉

村

由
良
俳
句
教
室

川

柳

ゆ

ら

秀

一

登
喜
子

郁

子

お
さ
む

綾

子

ゆ

み

か
お
り

ひ
と
み

義

巳

桃

代

佳

根

美
恵
子

初

枝

峰

雄

俊

次

治

子

百
合
江

美
恵
子

充

明

清

美

豊

子

美
千
代

義

巳

幸

代

安

子

雅

竜

小
夜
美

進

美

昭

子

文

香

マ
サ
子

枝
美
子

恭

子

き
よ
み

治

郎

美
智
子

き
よ
み

克

己

井

上

白

山

田

代

礒

嵜

高

橋

中

塚

山

﨑

橋

本

中

口

坂

口

服

部

中

﨑

森中

崎

五

嶋

井

口

貴

志

礒

嵜

山

下

谷

中



10

平成２６年１０月１日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報ゆら

愛の募金活動
由良町更生保護女性会

平素は、当会の活動に対し、日頃より深いご理解と温かいご支援をいただきまして、誠にありがと
うございます。

７月に実施しました「愛の募金活動」のお礼とご報告をさせていただきます。社会を明るくする運
動の月間行事の一つとして皆さまにご協力いただきましたところ、総額４２万６，２００円の協賛金
をいただきました。この協賛金は、皆さまからいただきました尊いお志に添うよう
に活用しております。具体的には、更生施設への援助（バザーや支援物資等）や町
内の薬物乱用防止啓発活動、非行防止啓発活動、子育て支援活動、会員の研修費等
に使わせていただいております。

皆さまの温かいご支援に、会員一同、心よりお礼申し上げますとともに、今後と
も、なお一層のご協力を賜りますようお願いいたします。

ホンデリング
～本で広がる支援の輪～

行
政
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
に
関
す
る
国
民

の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
同
制
度
の
利
用
を
促
進

す
る
よ
う
努
め
て
お
り
、
毎
年
度
「
行
政
相
談
週

間
」
を
設
け
、
全
国
一
斉
に
各
種
相
談
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
、
来
る
10
月
20
日
（
月
）
か
ら
26
日

（
日
）
ま
で
の
１
週
間
を
「
行
政
相
談
週
間
」
と

定
め
、
町
に
お
い
て
も
こ
の
週
間
に
合
わ
せ
て
、

行
政
相
談
委
員
に
よ
る
行
政
相
談
所
を
左
記
の
と

お
り
開
設
い
た
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

                          

記

◎
相
談
日

　
　

衣
奈
会
館　
　
　

10
月
21
日
（
火
）

　
　

白
崎
会
館　
　
　

10
月
23
日
（
木
）

　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
ま
で

◎
相
談
担
当
者

　
　

桶
田
俊
彦
相
談
委
員　

　
　
　
　
　
　
（
総
務
大
臣
委
嘱
）

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
総
務
政
策
課
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ

６
５
ー
１
８
０
１
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳しいことについては、紀の国被害者支援センター事務局　（TEL ０７３－４２７－２１００）
平日午前 10 時～午後５時（土・日・祝日及び年末年始は除く）までお問い合わせください。

不要になった本が、犯罪被害に遭われた方々への支援活動に活用されます。
犯罪被害に遭って身体や心を傷つけられたり、大切なものを失ったりして苦しんでいる

方たちが安心した生活を取り戻せるように、あなたの本をご寄付ください。
あなたの本のご寄付で、犯罪被害に遭われた方々への支援の輪が広がります。
ご協力よろしくお願いします。

お礼とご報告

10
月
20
日
（
月
）
～
26
日
（
日
）
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行
政
相
談
週
間
で
す
。
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由良町１０月カレンダー

　ごみ収集日１の地区…横浜・網代・衣奈・小引・戸津井・三尾川・糸谷・吹井・柳原・黒田
　ごみ収集日２の地区…里・南・阿戸・江ノ駒・門前・畑・中・大引・神谷
　※ごみは、収集日当日の午前２時までに所定の場所にお出しください。	 	
　詳しいことについては、役場（ＴＥＬ６５－０２００）までお問い合わせください。

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
9 月 28 日 9 月 29 日 9 月 30 日 １ 2 3 4

・固定資産税第３
期、国民健康保
険税第４期、納
入期限

・育児相談                       
※子育て支援セ
ンター（ゆらこ
ども園内）

・健康相談　　　　　　　　　　　
（中央公民館）

・由良中学校陸上
競技記録会

・ゆらこども園運
動会

   9:00 ～
・ 紀 の 国 わ か や

ま１万人健康リ
レ ー ウ ォ ー ク   

（白崎海洋公園）

可燃ごみ 1 可燃ごみ 2 プラスチックごみ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

5 6 7 8 9 10 11

・人権講演会
14:00 ～

  ( 由良中央公民館 )
・第 17 回由良町

長杯ゲートボー
ル大会

  （由良中学校）

・健康相談　　　　　　　　　
（衣奈会館）　

・エクササイズ教室
（中央公民館）

・由良町小学校陸
上競技大会

・家庭教育講座

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ 不燃ごみ 可燃ごみ 1 可燃ごみ 2

12 13 14 15 16 17 18

・体育の日
・エクササイズ教室
（中央公民館）

・粗大ごみ ( 網代）

可燃ごみ１ 可燃ごみ２ 資源ごみ１ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

19 20 21 22 23 24 25

・エクササイズ教室
（中央公民館）

・粗大ごみ
 ( 黒田・柳原）
・離乳食教室
 （中央公民館）
・家庭教育講座

・職員採用試験
  （二次試験）

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ 資源ごみ 2 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

26 27 28 29 30 31 11 月 1 日

・第 17 回由良町
長杯ゲートボー
ル大会（予備日）

  （由良中学校）

・エクササイズ教室
（中央公民館）

・１歳６か月児健診　　　　　　　　　　　　　　　
（白崎会館）

・介護保険料第５
期分、後期保険
料第４期分納入
期限

・町・県民税第３
期、国民健康保
険税第５期、納
入期限

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２
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8 月 16 日（土）に由良町合併 60 周年記念野球大
会を開催しました。

今大会は参加チームも増え 2 会場で試合（トーナ
メント）を行い、青年の部、壮年の部共に、各チー
ムが優勝目指して熱戦が繰り広げられました。

また、チーム間での親睦も深めることができ大変
意義のある大会となりました。

優勝・準優勝については以下のとおりです。

○青年の部　参加 6 チーム
　優　勝　　ブラックスピリッツ
　準優勝　　がまちゃんズ
　ＭＶＰ　　ブラックスピリッツ 　宇

う い

井拓
た く ま

磨さん

○壮年の部　参加２チーム
　優　勝　　レイルウェイズ
　準優勝　　港ＯＢ
　ＭＶＰ　　レイルウェイズ 　渡

わたなべ

辺忍
しのぶ

さん

由良町合併 60周年記念野球大会

８月 26 日（火）に学童保育ユラゆらまつりが行われました。
「くじびき」や「ボウリング」など３年生が企画、準備をして、１・２年生を楽しま

せてくれました。

学童保育ユラゆらまつり！！！

ブラックスピリッツ

レイルウェイズ


